生徒が数学を創る活動を促す場の設定に関する研究 : 一次関数の単元構成を通して by 大滝  浩之
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は 1 : 1.5 : 2 である。ハンドルを回転させる
と 1 回転ごとに音が生じる。ブロックの出
発位置は自由に変えることができる。細い軸
のブロックを A，太い軸のブロックを B と
する。目盛りは 0～35 までである。y をブロ









































を通してある。A には 3 本のスリット(切れ
目)が縦方向に入っており，0～30 の目盛り
がついている。B にもスリットが入っている。
















































































年生 1 クラス 33 人を対象に，平成 20 年 1















回 日時 主な学習内容 
第 1 の場 事象から，表，グラフ，式を求める場 
1 1 月 15 日 事象(装置)を操作し，数値(変数)
を取り出す 
2 1 月 17 日 変数を表に表す 
3 1 月 18 日 表からグラフを書く 
4 1 月 22 日 独立変数を意識する 
独立変数から従属変数を求める 
5 1 月 23 日 グラフを読む 
表からグラフを書く 
6 1 月 24 日 グラフを様々に読む 
7 1 月 29 日 表から式を求める 
連立方程式にする 
8 1 月 31 日 連立方程式の解とグラフの交点
を比較する 
第 2 の場 変化の割合を意識する場 
9 2 月 5 日 装置から表，グラフを書く 
10 2 月 6 日 表，グラフから速さを求める 
11 2 月 7 日 変化の割合の理解を深める 
第 3 の場 表，グラフ，式の結びつきが強まる場 
12 2 月 13 日 装置から表，グラフ，式を書く 
13 2 月 14 日 式の必要性を感じる 
変化の割合利用して式をつくる 
14 2 月 15 日 グラフから式をつくる 
式からグラフをつくる 
その他の問題場面，課題 
15 2 月 19 日 傾きと 1 点の座標から直線の式
を求める 
16 2 月 20 日 2 点の座標から式を求める 
17 2 月 21 日 折れ曲がったグラフ 
18 2 月 22 日 一次関数と 2 元 1 次方程式 
19 2 月 29 日 動点問題 
 
5.3.第 1 の場の概要と分析 
 第 1 の場における簡易式関数探求装置の
58 
 




























ギが 2 進むとカメが 1 進む」という速度の






Nozo が記述した表(図 7)を黒板に書かせた。 









































































           (図 10)Mei の表 

















 生徒は Ai の図(図 11)の括弧で表された部
分から，暗黙的に何かが 1 つ変わるとウサ
ギが 2 目盛り，カメが 1 目盛り移動するこ
とは認識している。しかし，それが何かがは
っきりとは分かっていない。そこで，教師と

























 T ：何回言った？3 回言った。さあ，ウサギはどの
地点にいるでしょうか？ 
 生徒：6。 







































5.4.第 2 の場の概要と分析 
ここまでの学習で，表，グラフ，式が導き










xy = ，カメ： 12
2














サギについてぴょんの数が 0 から 2 までは 0


















 Sato：カメが，ぴょんの数 1 で 0.5 進む。 
 Riku：ウサギは 2 までは 0 歩だが・・・ 
 T  ：どこまで？ 
 Riku：2 まで。 
 Riku：3 からは加速していき・・・ 
 Riku：そこから先は 3 ぴょんごとに 0.5 づつ・・・ 
 Riku：1 ぴょん分の進む数が上がっている。 
 Jun ：だから 0.5 ずつ 0.5， 1 ， 1.5 ってやる
と・・・ 
 Jun：あとで，痛い目にあう。 
 Rika：ぴょんの数が 17 で・・・ 
 Rika：ウサギがカメを追い越す。 
 Ichi：装置が 17 までしかいかなかった。 
 Masa：ウサギは 16 で追いつく。 
 Sato：ウサギはぴょんの数が 2 までは全く動かない。 


































5.5.第 3 の場の概要と分析 
 第 3 の場では，装置の設定をウサギ：
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